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第 1 章ではクロマチンリモデリング因子SWI/SNFの構成因子I n i lについて、細胞分化における 
機能を解析した。非定型奇形腫瘍/ラブドイド腫瘍など一部のガンではI n i l遺伝子に変異や欠失があ 
り発現が認めらないことが知られ、I n i lはガン抑制遺伝子として注目を集めている。本章では筋細 
胞分化誘導系とsiRNA ノックアウト法を組み合わせて解析を行い、I n i lが骨格筋細胞分化に必須で 


















まず、細胞分化におけるクロマチンリモデリングSWI/SNF複合体構成因子I n i lの機能を、siRNA 
法を用いて調べている。In ilはラブドイド腫瘍など一部の癌で欠損していることが知られているが、 
ノックダウン実験から、I n i lが欠損すると細胞分化が進行しないことを明らかにしている。そして、 
I n i l欠損により本来分化すべき運命にある細胞が異常増殖し、それが癌化の引き金になる、という
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発癌モデルを提唱している。
次に、E S細胞など多能性幹細胞の機能維持に必須であるクロマチンリモデリング因子CHD1およ 
び CH D 2に対するモノクローナル抗体を作製し、その性状解析を行っている。免疫染色実験から、 
C H D 1が、転写が活発に行われている核内領域に局在することを示している。また、ウエスタンブ 
ロッテイング解析から、C H D 2がマウス胎児のほとんどすべての細胞に普遍的に発現していること 
を明らかにしている。
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